
山鳥坂ダム上流締切堤が完成しました
技術トピックス

愛媛県大洲市を流れる肱川水系河辺川に建設する山鳥坂ダム（2032 年完成予定）。ダム本体建

設のため、河辺川の流れを仮排水トンネルに流転させる「上流締切堤」にINSEM-ダブルウォール

(DW)が採用され、2026 年1 月に完成しました。
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INSEM-ダブルウォールは、現地発生土砂を有効利用することでコスト縮減、工期短縮が

可能な工法です。

当締切堤においても従来工法の重力式コンクリートに比べて約33%のコスト縮減2)が図ら

れています。施工現場は、狭小で施工ヤードの確保が困難な場所でしたが、建設機械の選定

と組合せを最適化し、INSEM（ソイルセメント）混合ヤードを別途現場付近に設けることで

滞りなく工事が進みました。

締切堤の規模はV≒5,000m3ありましたが、約2ヶ月で完成しています。施工業者の方から

は、従来工法より工期短縮ができたと高い評価をいただいております。

山鳥坂ダムに関する工事状況につきましては、国土交通省四国地方整備局山鳥坂ダム工事

事務所のホームページにて紹介されています。是非ご覧ください。
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